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点訳・音訳・手話・パソコン通訳･･･ 

「カトリック障害者新潟大会」を、きっかけに 
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教区ボランティア・ネットワークの皆様 

 

 

 

 

 

点字との出会いは、20 ん年前のこと 

点字なら、家で毎日こつこつと、尐しずつやれ

ば何とかなるかな、手話は難しそうだし。これが、

点字を始めるきっかけでした。 

アイウエオの五十音さえ覚えれば、どんな本で

も点訳出来るだろうと、軽い気持ちで講習会に申

し込みました。週に１度、２時間のカリキュラム

で半年間と聞かされて、なぜ、そんなに長く掛か

るのよ、と半信半疑で会場へ向かったのです。 

「お茶の子さいさい」のはず、でした。 

練習器と教科書を渡され、「う～ん」と唸ってし

まいました。アイウエオどころか、名詞、形容詞

は、まあ、よし。副詞、助

動詞、複合名詞、複合動

詞。･･･ 形式名詞？ まさ

に、国語の勉強。それも、

昔、昔、試験の時、丸暗記

したことを、いい年をした

おばさんになってから、一

から学び直し･･･まったく

予想外のことばかりでし

たが、意外と楽しく学べま

した。 

ベテランの先生に、後押しされて 

講習会は市の委託を受けた点訳グループの指導

で進められました。講師は教員の経験のある人だ

ったらしく、「さあ、こういう時はどうでしょうね

え」などと例文を示されると、思わず、「はあーい」

と手を挙げたくなるような、まるで小学生に返っ 

たような気持ちになったものでした。 

自分にハッパをかけながら 

 勉強はそれだけではありませんでした。まだま

だ、延々と続くのでは･･･と溜息混じり。でも、始

めた以上はやらなければ、一緒に受講した人に後

れを取らないようにと、自分にハッパを掛け、ど

うにかクリアしました。 

半年間の講習は初心者用。･･･次の段階、その次

の･･･と続きました。ようやく、登録証を受理した

時は、やれやれ･･･でした。 

１９９１年・パソコンの時代へ 

点字板、タイプ、その後、パソコンへと移行し

ました。その当時、グループ内で点字ソフトの学

習会を重ねたものでした。しばらくして、点字図

書館に納める本は、パソコン入力のものに限る、 

 

パソコン点訳 ボランティア募集中。 

「地理的条件」を超えての共同作業です。 

目の不自由な方のサポートに、ご協力ください。 

ご一緒に、学んでいきましょう。 

（裏面に続く） 
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となりました。メカに弱い私

でしたが戸惑いよりも、パソ

コンてこんなに便利なもの

か！と一つひとつの操作を習

うたびに、うわあ～！ とか、

出来たあ～！ と、再び初心者

講習会の昔に戻ったような新鮮な喜び、達成感を

味わったものでした。 

前の時代に比べると 

タイプの時は、紙をタイプに挟んで１文字ずつ

打ち、間違えれば紙を外して、丁寧に消し、また、

元の位置にきちんと合わせる。結構、神経を使う

作業でした。タイプも点字板も点字用紙は両面を

使いますから、表面を間違いなく打ち終えても、

裏面でミスをすれば、そのがっかりようは･･･思い

出したくもないくらいです。 

それにくらべればパソコンでは落ちがあれば加

えればいいし、間違いは上書きするか、消して直

す、実に簡単！それに、一度データができると、

何部でも同じものを印刷できるのです。点字の世

界も進化しました。だから、気が緩んで･･･なんて

ことにならないように。特に後輩に校正をして貰

う場合など、ミスが多ければ恥ずかしいです。 

 6 つの点で一つの文字を表します。 

盲学校の生徒さんたちは、この文字を使って、

国語はもとより算数（数学）、理科（地理、物理）、

社会（歴史）、音楽など多くの学科を学ぶのです。

点字を考案したルイ・ブライユさんのお陰で、目

の不自由な人達も自分で文字を読む（指先で）こ

とが出来るようになって、ど

んなにか世界が広がったこ

とでしょう。 

8 点の点字もあります。 

余談ですが、点字には 6 点

のほかに、8 点を使って表す

ものもあります。漢点字と言 

って、これを使うと、漢字、 

 

ひらがな、カタカナが原本通りに読めます。簡単

に言えば、漢字だけに 8 点を使うのです。これで

電気製品のカタログや料理のレシピ、歌会始など、

多岐に渡って楽しんでいる人達もいます。 

 最も大切なこと 

原本を正確に書く（点字で）ことです。そんな

こと当たり前？ そうなんです。でも、その当たり

前が実に難しいのです。正しく書いた（打った）

つもりがミスだった、なんてことは、もう、毎度

のこと･･･。ミスの個所に沢山の付箋が付いて戻っ

てくると、ショック！です。未だにここから抜け

られません。それなのに、落ち込みながらも、ま

たも次の点訳に取りかかるのです。いかにおめで

たい人間か。校正者の忍耐と寛容な心に助けられ

ています。  

新潟教区に障がい者グループが誕生する！ 

なんて喜ばしいことでしょう。その声に賛同し

て、点訳でお手伝いすることになったのです。今

まで無かったのがフシギなくら

いですね。 

私は点訳の面白さにはまって、

ボランティア、というよりも、点

訳にボランティアをして貰って

いる、のかもしれません。点訳に

巡り合えてよかった、が実感です。障がい者の方

たちの声をうかがいながら、点訳奉仕をしていき

たいものです。 

点訳奉仕を一緒にしませんか？ 

 新潟県内には、数多くの点訳グループがありま

すが、同じように、秋田県にも山形県にも沢山の

グループがあることでしょう。 

 そこに所属して、点訳奉仕をなさっている信者

の方はきっといらっしゃると思うのです。この機

会に、ぜひご一緒に、教区から出される情報を点

訳して、点字を読む人に届ける作業をしませんか。

声を出してくださる方を、首を長～くして待って

います。          （寺尾教会 ＭＳ） 

 

◆ アンケートのお願い ◆    

 

 

 

新潟教区ボランティア・ネットワーク 

教区本部事務局 事務局長 大 瀧 浩 一  窓口 佐久間香子 
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点訳と音訳（さいたま教区では･･･） 

◆教区報、カ障連さいたま教区会報（共愛会ニュース）の点訳・音訳 

・点訳者 3 名（深谷教会・埼玉県）が担当 

・点字プリンターは 7～8 年前に、教区にお願いして購入。（当時、60 万円＋防音装置ボックス 10 万

円、合計 70 万円位） 

・共愛会ニュースの音訳版。中途失明者は点字が読めない人が多いので点訳か音訳かのアンケートを

取り、希望に沿って送っている。 

◆アンケートの実施 

・10 年位前、共愛会の点訳音訳グループで、教区の全教会（司祭 及び 信徒会長宛）にアンケート

調査を実施。内容は、 

1. 教会内で点訳や音訳が必要な方。 

2. 点訳や音訳をやっている方、または、やってみたい方。 

・アンケート結果に基づき、点音グループの会員になってもらい、点音だよりを発行している。 

 

小教区では･･･ （高崎教会を例に） 送迎・点訳・音訳・手話・要約筆記など･･･ 

◆高崎教会（群馬県高崎市） 

高崎教会ボランティアグループの主な活動（15 年前ぐらい発足） 

① 教会への送迎 

・高齢者や障がい者一人一人の担当者を決めて、送迎体制を作っている。 

② 点訳・音訳グループ 

・毎週のお知らせ、教会委員会報告（毎月）、教会のあゆみ（機関誌 3 回／年）信徒大会（毎年）、

カトリック広報（群馬使徒職協議会報）（点訳は深谷・音訳は高崎）その他、ミサのための聖

歌や、教区、教会のからのお知らせは、基本的には全ての資料を本人の希望により点訳、音訳

をして配布している。 

・毎週の「聖書と典礼」は各自宅に配達してもらっている。（ロゴス点字図書館） 

・その他、典礼聖歌集等も何組か揃えている。 

・点訳は一般的には手打ちだが、部数が多いときには点字プリンターを使わせてもらっている。

（昔、竹下内閣の「ふるさと創生事業」の時に、市の視覚障がい者グループが要望して購入し

た物が公民館に眠っていた。） 

③ 手話グループ 

・以前は練習していたが、今は活動を休んでいる（聴覚障がいの方がいない） 

（手話グループの活動が盛んなのは、お隣の前橋教会。前橋では、聴覚障がいの方がいない時

も、毎週手話でミサを行っている。） 

④ 要約筆記グループ 

・数名。OHP 等整備しているが、今は機器を使用せず、その代わり耳が遠くなった高齢者の隣に

座りノートテイクを毎週行っている。 

⑤ 高崎市社会福祉協議会への参加 

・毎年、社協から何万円かの活動費を頂きボランティアの活動資金にしている。 

・年１回、社協の大型バスを借りる。（運転手付きで無料、ガソリン代だけ負担） 

（2010 年 3 月 8 日 共愛会・高崎教会） 

新潟、越後湯沢のトンネルを、あっという間に抜けると、上州からっ風の群馬県。 

お隣、さいたま教区の点訳、音訳の取り組みを、分かち合っていただきました。 

ご参考に、どうぞ。 


